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いは、限られた数個のパタンを順序づけて mod 2 加算し、同期時にそれらのパタンがシンドロームに
保存されることを利用したフレーム同期方式(テスト・パタンを用いた同期方式)を提案し、同期復帰
時間、誤動作確率および、不検出確率等について考察を行なっている。本方式は、フレーム当りのワー
ド数が多い場合でトも必要とするパタン数を減少させることが可能なため、誤って同期復帰する確率が
小さく、また従来、フレーム単位のハンチングであったものがワード単位となるため同期復帰時聞を
大幅に改善することができる。
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第 3 章では、情報の発生量が比較的少なくかっ離散的な多数の端末群からの情報を効率的に高信頼
度で多重化伝送する巡回符号を用いたダイナミックデータ伝送方式を提案している。本方式は情報の
発生しているチャネルのみをスキャニングすることにより多重化信号系列中の時間区分(巡回符号)
にダイナミックに対応させ、常に情報が伝送路を満たしているようにして伝送路の有効利用をはかっ
ている。そしてさらに、チャネルと時間区分との対応関係を示す情報を巡回符号の冗長部に反復的に
加算して伝送しているため、従来必要としたアドレス情報等の新たな冗長ピットが不要で、、受信側で
の識別も多数決論理により従来方式に比べてかなり信頼度が高い。本章ではまた、ダイナミックなチ
ャネル走査において重要な役割りをはたす集信アルゴリズムを二種提案し、シミュレーションによっ
てそれらの評価を行ない、チャネル入力に設けるバッファのサイズを決定している。
第 4 章では、一方向の環状データ伝送網にむいて再送要求方式を導入した場合の具体的な方式を提
案し、伝送路のピット誤り率と伝送効率との関係を線形計画法を用いて求めている。環状網の特徴と
して、ビット誤り率が他の通信網に比べて高くなる傾向をもつが、本章の結果により、再送要求信号
とそれによる再送メッセージが通常の伝送にほとんど影響を与えることなく、比較的高い誤り率の伝
送路を用いても十分実用化できる信頼度および伝送効率が得られることが明らかとなった。さらに各
ステーションの入力バッファのサイズを軽減するための手法を提案している。
第 5 章は結論で、本研究で得られた主な結果をまとめ、今後に残された問題について述べている。
論文の審査結果の要旨
データ伝送方式において冗長性のある符号を用いて信頼性を向上させることは、今日広く知られて
いる。しかし一方においては、符号のもつ冗長性による伝送効率の低下は、有線通信をはじめとする
近距離通信において、大きな経済的損失をもたらすことになる。
本論文は、巡回符号を用いることによりディジタル通信におけるこのような矛盾を解決し、しかも
新しい有効な機能を附与しうる、いくつかの方式を提案し、その理論的保証を与えたものである。
ディジタル通信においては、符号の雑音による誤り以上に同期はずれによる誤りが信頼性の低下に
大きな影響を与える。本論文はまず雑音による誤りと同期誤りの聞の相互依存性に着目し、巡回符号
のもつシンドロームと同期外れの関係を定式化し、それを用いて、同期外れを軽減しうる方式の提案
とその実験的保証を与えた。この方式は既に実用化されており、データ伝送技術に大きな貢献をもた
らしている。
一方、通信の大容量性は、今日の通信に課せられた重要な課題である。本論文は巡回符号にアドレ
スに対応するパタンをもたせることにより、大容量回線として多重化しうることを理論的に証明して
いる。これは電信電話などを統合する総合通信方式の実現に多くの知見を与えるものであり、その価
値は大きい。
本論文はさらに、環状一方向通信系に、巡回符号を用いた再送要求方式を適用した場合の伝送効率
ならびに各局の待ち行列を解析し、巡回符号と再送要求方式のもつ誤り訂正能力を損わず、かっ伝送
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効率を低下せしめることなく通信しうるトラフィク制御方式を見出している。このことは、計算機網
の設計に有用な指針を与えるものである。
以上のように、本論文はデータ通信の信頼性の向上をはじめ、回線使用の効率化など理論的・実験的
に多くの成果をあげており、通信工学、情報工学の発展に寄与するところが大である。よって博士論
文として価f直あるものと認める。
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